
第７回合併協議会が、10月24日（金）午後１時30分から、田沢湖町総合開発センター大集会室を会場

に開催されました。

前回提案された「田沢湖と角館を連ねる」名称案について、各町村の議会議長と助役より、議会での

協議結果と住民に対する地域懇談会等についての報告が行われ、西木村からは、「連ねる名称に対して議

会から理解が得られなかったので、住民説明会を延期した。今回の協議も含め、住民に説明する時間が

欲しい。」との発言がありました。

名称については、11月21日に臨時合併協議会を開催し、改めて協議することになりました。
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提
出
さ
れ
た
報
告
事
項
、協
議
事
項
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
報
告
事
項
】

●
報
告
第
十
九
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…

報
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
三
〜
四
ペ

ー
ジ
小
委
員
会
文
中
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
協
議
事
項
】

●
協
議
案
第
五
号
（
継
続
協
議
）
…
…
…

は
じ
め
に
各
町
村
議
会
議
長
よ
り
議
会

で
協
議
し
た
結
果
が
報
告
さ
れ
、

田
沢
湖
町
議
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
出
さ
れ
、
結
論
に
至
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
し
提
案
に
対
し
て
は
、
半
数
近
く
が

理
解
を
示
し
た
。

角
館
町
議
会
で
は
、
三
町
村
長
の
提
案

な
の
で
重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
の
考
え
方
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
議
員

が
や
む
を
得
な
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

西
木
村
議
会
で
は
、
対
等
合
併
の
考
え

方
か
ら
、
連
ね
る
名
称
案
に
は
、
大
多
数

が
同
意
で
き
な
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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続
い
て
、
各
町
村
で
行
わ
れ
た
地
域
懇

談
会
等
で
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
、
要

望
等
に
つ
い
て
　
助
役
よ
り
報
告
さ
れ
、

田
沢
湖
町
で
は
、
三
会
場
で
実
施
し
た
。

連
ね
た
名
称
が
全
国
的
に
も
見
ら
れ
る
の

で
、
賛
成
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
市
名
に
続
く
住
所
を
短
く
す
る
工

夫
を
す
る
べ
き
、
公
募
す
べ
き
で
は
な
か

っ
た
の
か
、
お
互
い
譲
り
合
い
の
精
神
で

話
し
合
う
べ
き
等
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

角
館
町
で
は
、
四
会
場
で
実
施
し
た
。

賛
成
、
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。民
意
が
も
っ
と
反
映
で
き
る
よ
う
に
、

各
種
団
体
等
に
も
意
見
を
聞
い
て
み
た
い

の
で
、
も
う
少
し
時
間
が
ほ
し
い
。
ま
た

民
間
代
表
の
委
員
も
、
独
自
に
住
民
の
意

見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
考
え
で
あ
る
。

西
木
村
で
は
、
議
会
か
ら
連
ね
る
名
称

案
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
地
域
住
民
へ
の

説
明
会
を
延
期
し
た
。
住
民
へ
の
説
明
は

必
要
不
可
欠
で
、
今
回
の
協
議
内
容
も
踏

ま
え
、
各
種
団
体
の
長
へ
の
説
明
、
集
落

座
談
会
を
行
い
、
住
民
の
意
見
や
提
言
を

集
約
し
、
次
回
の
協
議
会
で
報
告
し
た
い

の
で
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

と
の
報
告
で
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
報
告
を
踏
ま
え
協
議
し

ま
し
た
が
、
西
木
村
の
事
情
も
考
慮
し
、

十
一
月
二
十
一
日
に
臨
時
協
議
会
を
開
催

し
、
改
め
て
名
称
に
つ
い
て
の
協
議
を
行

う
こ
と
と
確
認
し
ま
し
た
。

●
協
議
案
第
六
号
（
継
続
協
議
）
…
…
…

名
称
の
協
議
案
と
一
体
と
い
う
考
え
か

ら
、
継
続
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
確
認
し

ま
し
た
。

●
協
議
案
第
二
十
四
号
…
…
…
…
…
…
…

条
例
・
規
則
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
と

同
時
に
施
行
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
も
の
、

新
市
の
条
例
・
規
則
が
制
定
さ
れ
る
ま
で

暫
定
的
に
旧
町
村
の
条
例
を
引
き
続
き
施

行
さ
せ
る
も
の
、
合
併
後
新
市
長
が
決
ま

っ
て
か
ら
制
定
し
施
行
す
る
も
の
の
三
種

類
が
あ
り
、
各
種
事
務
事
業
等
の
調
整
内

容
に
基
づ
き
整
備
す
る
と
い
う
調
整
案
の

と
お
り
調
整
す
る
と
い
う
こ
と
と
確
認
し

ま
し
た
。

佐藤西木村助役から住民説明会が延期
された事情が説明された

●
協
議
案
第
二
十
五
号
…
…
…
…
…
…
…

三
町
村
共
通
の
団
体
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
り
合
併
時
に
統
合
で
き
る
よ
う
に

調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体
に

つ
い
て
は
、
将
来
の
統
合
に
向
け
て
検
討

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
と
い

う
調
整
案
の
と
お
り
調
整
す
る
と
い
う
こ

と
と
確
認
し
ま
し
た
。

■
提
案
事
項
（
次
回
協
議
事
項
）

●
協
議
案
第
二
十
六
号
…
…
…
…
…
…
…

現
在
三
町
村
で
交
付
し
て
い
る
同
一
の

又
は
同
種
の
補
助
金
・
交
付
金
等
に
つ
い

て
は
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
制

度
の
統
一
化
に
向
け
て
調
整
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
各
町
村
独
自
の
補
助
金
・
交
付

金
等
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
経
緯
、
従
来

か
ら
の
実
績
・
効
果
を
考
慮
し
、
調
整
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
統
廃
合
で
き
る
補
助
金
・
交
付

金
等
に
つ
い
て
は
、
統
廃
合
に
向
け
調
整

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
二
十
七
号
…
…
…
…
…
…
…
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消
防
団
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
の
分
団

等
の
組
織
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
が
、

全
体
の
組
織
編
成
等
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
ま
で
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

防
災
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に

お
い
て
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
及
び
消
防
計
画
は
、
新

市
に
お
い
て
新
計
画
を
策
定
し
ま
す
が
、

策
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
現
在
の
計
画

を
新
市
に
引
き
継
い
で
運
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
二
十
八
号
…
…
…
…
…
…
…

国
又
は
県
等
が
定
め
る
制
度
に
つ
い
て

は
、
そ
の
要
綱
等
に
準
拠
し
な
が
ら
調
整

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
町
村
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
制
度

又
は
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
基
本
に
調
整
さ

れ
ま
す
。

●
協
議
案
第
二
十
九
号
…
…
…
…
…
…
…

国
又
は
県
等
が
定
め
る
制
度
に
つ
い
て

は
、
そ
の
要
綱
等
に
準
拠
し
な
が
ら
調
整

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
町
村
が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
制
度

又
は
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
ま
で
に
調

整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
三
十
号
…
…
…
…
…
…
…
…

新
市
に
お
い
て
福
祉
事
務
所
を
設
置

し
、
国
又
は
県
等
が
定
め
る
各
種
の
制
度

に
つ
い
て
、
そ
の
法
令
・
要
綱
等
に
準
拠

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
協
議
案
第
三
十
一
号
…
…
…
…
…
…
…

学
校
の
通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
将
来
的
に
新
市
に
お
い
て
児

童
・
生
徒
数
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、
通
学

区
域
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
協
議
案
第
三
十
二
号
…
…
…
…
…
…
…

教
職
員
の
資
質
の
向
上
や
施
設
の
整
備

に
努
め
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
基
本
に
、
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
協
議
案
第
三
十
三
号
…
…
…
…
…
…
…

同
一
又
は
類
似
す
る
事
業
の
統
合
若
し

く
は
再
編
を
基
本
に
、
調
整
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
三
十
四
号
…
…
…
…
…
…
…

各
地
域
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

て
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
協
議
案
第
三
十
五
号
…
…
…
…
…
…
…

事
業
に
よ
り
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に

引
き
継
ぐ
も
の
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す

る
も
の
や
新
市
に
お
い
て
調
整
さ
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

十
月
十
日
西
木
村
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
四
回
の
協
議
を
踏
ま
え
、
今
回
で

委
員
会
と
し
て
の
統
一
し
た
意
見
を
協
議

会
へ
報
告
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
各
委
員
か
ら
は
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
在
任

特
例
を
使
っ
て
、
現
在
の
議
員
が
合
併
に

対
す
る
責
任
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
し

か
し
在
任
期
間
は
、
一
年
半
と
か
一
年
な

ど
と
言
わ
ず
に
、
で
き
る
だ
け
短
く
し
て

ほ
し
い
。」、「
合
併
の
本
来
の
目
的
か
ら

考
え
れ
ば
、
在
任
特
例
は
使
わ
ず
に
、
設

置
選
挙
を
す
べ
き
だ
。」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、「
全
国

の
同
規
模
の
自
治
体
議
員
の
定
数
を
み
れ

ば
、
二
十
二
人
ぐ
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
良

い
。」、「
他
の
市
町
村
よ
り
行
政
区
域
面

積
が
広
く
な
る
の
で
、
最
初
は
二
十
六
人

の
定
数
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
徐
々
に
削
減

す
べ
き
だ
。」、「
一
気
に
減
ら
す
の
で
は

な
く
、
二
十
四
人
ぐ
ら
い
が
良
い
の
で
は

な
い
か
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及

び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、「
業
務
に

支
障
の
出

な
い
よ
う

に
す
る
た

め
に
は
、

各
農
業
委

員
会
か
ら

出
さ
れ
た

要
請
の
と

お
り
、
現

委
員
の
任

期
（
平
成

十
七
年
七
月
十
九
日
）
ま
で
で
良
い
の
で

は
な
い
か
。」
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め

ま
し
た
。

ま
た
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、「
設
置
し

て
地
元
の
委
員
に
今
以
上
に
が
ん
ば
っ
て

も
ら
い
た
い
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
定
数
に
つ
い
て
は
、
各
農
業
委

員
会
か
ら
選
挙
委
員
は
三
十
名
で
お
願
い

し
た
い
と
の
要
請
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、「
選
挙
で
選
ば
れ
る
委
員
が
二
十
人



を
超
え
る
と
、
農
地
部
会

の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
毎
月
の
農
地

部
会
に
出
席
で
き
る
の
は
最
大
十
五
人
ま

で
な
の
で
、
残
り
の
委
員
の
活
動
が
極
端

に
減
っ
て
し
ま
う
。」、「
二
十
人
以
下
な

ら
今
ま
で
ど
お
り
、
全
員
で
審
議
で
き
る

の
で
、
あ
え
て
三
十
人
で
な
く
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
、

①
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
に
関
す
る

農
地
法
第
三
条
の
審
議
。

②
自
分
の
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に

使
用
す
る
農
地
法
第
四
条
の
審
議
。

③
他
人
の
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に

使
用
す
る
農
地
法
第
五
条
の
審
議
。

が
あ
り
、

現
在
の
各
農
業
委
員
会
で
は
委
員
全
員

で
こ
の
審
議
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
委
員
会
と
し
て
次
の
よ
う
に

意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

第
七
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成

十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
、
引
き
続
き

新
市
の
議
会
議
員
と
し
て
在
任
す
る
。

新
市
の
議
会
議
員
の
定
数
は
、
二
十
四

人
と
す
る
。

三
町
村
の
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
一
項

の
規
定
を
適
用
し
、
平
成
十
七
年
七
月
十

九
日
ま
で
新
市
の
農
業
委
員
会
と
し
て
存

続
す
る
。

そ
の

後
一
つ

に
統
合

し
、
旧

町
村
を

区
域
と

す
る
三

つ
の
選

挙
区
を

設
け
る

も
の
と
す
る
。

選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
、
二
十
人

と
す
る
。

各
選
挙
区
ご
と
の
委
員
の
定
数
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

こ
の
集
約
さ
れ
た
意
見
は
、
小
委
員
会

の
最
終
報
告
と
し
て
、
協
議
会
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

十
月
二
日
青
森
県
の
Ａ
Ｓ

Ｏ
三
町
合
併
研
究
協
議
会

（
六
戸
町
、
下
田
町
、
百
石
町
）

の
関
係
職
員
六
名
が
当
協
議

会
事
務
局
に
研
修
視
察
に
訪

れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
平
成
十
四
年

五
月
に
設
置
さ
れ
、こ
れ
ま
で

六
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、合

併
に
対
す
る
話
し
合
い
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
年
内

に
法
定
協
議
会
を
設
置
す
る

こ
と
で
合
意
し
て
い
ま
す
。

視
察
で
は
、
協
議
会
設
置
ま
で
の
作

業
手
順
や
問
題
点
、
協
定
項
目
の
協
議

の
仕
方
に
つ
い
て
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
質
問
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

※
Ａ
Ｓ
Ｏ
＝
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
・
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
の
略
。
六
戸
町
・

下
田
町
・
百
石
町
の
関
係
者
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
呼
称
。

３町の担当課長等６名が研修に
訪れました
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